
　
　
大
　
峯  

標
高
五
〇
〇
ｍ
の
尾
根
に
集
落
が

形
成
さ
れ
て
お
り
、
伊
夜
彦
神
社
を

祀
る
（
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）『
新

編
会
津
風
土
記
』、

以
下
『
新
記
』）。

東
に
は
銀
山
峠
、

只
見
線

会
津
柳
津
駅

只
見
川

銀
山
川

252

郷戸駅
53

小柳津

不
動
川

大野黒滝

猪鼻

塩野

銀山

軽井沢

滝谷駅

会津桧原駅

会津西方駅

会津宮下駅

252

久保田

大峯

砂子原

胄中

黒沢

32

59
59

只
見
川

柳津町

猪苗代湖

福
島
県

西山温泉

只見線

㈡ 

柳
津
町

む
ら
を
あ
る
く

西
の
斜
面
を
下
れ
ば
湯
八
木
沢
・
滝

谷
に
。
北
の
尾
根
道
は
郷
戸
原
を
経

て
柳
津
虚
空
蔵
様
に
近
い
。
尾
根
筋

に
南
下
す
る
と
松
ヶ
下
集
落
を
経
て

拠
点
集
落
の
田
代
に
出
る
。
明
治
十

年
に
田
代
村
と
大
峯
村
が
合
併
し
久

保
田
村
と
な
っ
た
。

八
月
二
十
二
日
に
只
見

町
・
金
山
町
、九
月
十
一
日
に

柳
津
町
の
小
巻
、
野
老
沢
か

ら
柳
津
発
電
所
、
郷
戸
原
の

石
生
前
遺
跡
、
大
峯
、
久
保

田
。
十
月
九
日
に
昭
和
村
大

岐
、
柳
津
町
冑
中
・
黒
沢
・
砂

子
原
、
三
島
町
大
登
と
奥
会

津
の
村
々
を
赤
坂
憲
雄（
学
習

院
大
学
教
授
）さ
ん
と
歩
い

た
。
今
号
は
前
号
の
継
続
で

柳
津
町
西
山
地
区
を
記
す
。

　
　
久
保
田

『
新
記
』
で
は
田
代
村
。
伊
夜
彦

神
社
（
現
在
の
弥
彦
神
社
）
に
は

石
鳥
居
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
久
保
田
。
永
禄
十
年

（
一
五
六
七
）
に
那
須
か
ら
来
た
弘

繁
と
い
う
僧
が
正
徳
寺
を
開
く
。

赤
坂
憲
雄
さ
ん
ら
と
聖
徳
太
子
信

仰（
タ
イ
シ
）に
つ
い
て
議
論
に
な
っ

た
（
註
一
）。

福
島
県
歴
史
資
料
館
学
芸
員
（
当

時
）
の
藤
田
定
興
さ
ん
が
次
の
よ
う

石生集落

小巻集落の地蔵堂

大峯　弥彦神社
弥彦神社


